
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 5 6 1 6 1 2 2 1 5 6 3 1 0 0
10 * 0 0 2 6 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
20 * 1 3 3 7 4 4 1 1 6 7 3 2 2 0
77 * 0 0 6 8 6 6 0 0 4 4 1 0 1 0
98 * 0 0 6 10 1 2 2 2 6 8 0 1 1 0
0 0 1 1 3 4 0 0 0 0 3 3 1 1 0 0
2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
23 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
25 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 2 0 0
31 0 2 4 2 2 0 0 2 0 1 1 0 0 1 0
34 0 0 2 3 3 0 0 0 0 1 1 3 0 1 0
70 0 0 0 3 4 1 2 3 2 7 9 0 0 0 1
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1 * 0 3 4 10 0 0 2 0 3 3 1 0 1 0
2 * 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
12 * 1 6 1 8 3 6 4 3 5 8 1 0 1 3
14 * 0 0 3 7 0 0 1 2 3 5 1 0 0 2
18 * 0 4 1 3 0 2 1 0 2 2 2 0 0 0
4 0 1 2 1 5 1 2 3 0 0 0 0 0 0 0
5 0 1 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 1 1 2 3 3 2 4 3 7 1 0 0 0
11 0 0 1 0 2 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
99 0 0 0 3 10 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
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1部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2010.09.08
大阪学院大学開始時間 15:00

会　　場 天理大学体育館
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戦評
終始、大阪学院大学が厳しいディフェンスで流通科学大学からボールを奪取し、得点を重ね、思い通りのプレーを
見せ流科大を突き放し実力差を見せつけるゲーム展開となった。流科大も意地を見せようと奮闘するもことごとくリン
グにはじかれ防戦一方となっていた。
第1ピリオド、大院大の#10後藤のドライブからのシュートで始まった。流科大は出だしから大院大のディフェンスに苦
しめられターンオーバーが続く。一方の大院大はディフェンスリバウンドからの速攻が多く、同志社は開始3分で1つ
めのタイムアウトを取った。その後ディフェンスが引き締まり、大院大に簡単にアウトサイドのシュートを打たせない。し
かし大院大はドライブや、中から外への合わせのプレイで得点を重ねていく。流科大はディフェンス力の高い大院大
に苦しいシュートを打たされるもオフェンスリバウンドを奪い、粘りの得点。流科大#12新宅のブロックなど好プレイも見
られたが、ファウルやターンオーバーによる失点で15-30とリードされ第１ピリオド終了。
第2ピリオド、大院大#7澤邉の3Pシュートからゲームが始まった。大院大は高さが無い分スクリーンプレイを多用し得
点。流科大は#12新宅がペイントエリアから得点に繋げようと試みるが息が合わず得点できない。そうしている間に大
院大は高さで勝る流科大のインサイドのディフェンスに苦労しながらもファウルを誘い、フリースローで得点していっ
た。流科大はインサイドを中心に攻めるがリングに嫌われなかなか得点できず、大院大にディフェンスリバウンドを
しっかり取られ、セカンドチャンスを作ることができないまま23-53と差を広げられ、前半を終えた。
第3ピリオド、大院大は開始直後に少しミスがあったもののすぐに修正し、アウトサイドシュートやファウルを誘いフリー
スローで加点していく。流科大は大院大のディフェンスを崩すことができないまま、得点できない時間が続いた。大院
大はベンチスタートのメンバーも各々の役割を果たし、点差を大きく広げ、32-74と流科大を圧倒する。
第4ピリオド、最終ピリオドは流科大#12新宅のフリースローから得点が動き出した。流科大は流れを変えようと積極的
にリングに向かう。そうすると大院大からファウルを得て、フリースローをきっちり決め、得点していった。オフェンスリバ
ウンドを奪うも、セカンドチャンスや、フリーの状態でのシュートを決めきれず点差が縮まらない。その間に大院大#31
西原の3Pシュート、#0八木橋のインサイドなどで次々と得点していった。流科大は#99五十嵐、#12新宅がゴールを
狙うがなかなか決まらず、終了間際に大院大#0八木橋の3Pシュートを沈め、46-98で大院大が勝利した。
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